
別紙 

環境協定締結事業所におけるこの 1年間の取組みの成果 

 

 事業所名  東急リゾーツ＆ステイ株式会社 スキージャム勝山 

 代表者   統括総支配人 武内 伴親 

 所在地   勝山市第１７０号７０ 

 協定期間  令和３年２月２３日～令和４年２月２２日 

（初回締結日 平成１９年２月２３日） 

 

１ 取組み内容と成果 

 

（１）スキー場、ホテルなどにおいて、多くのメニューに地元の食材を使用し、食品輸

送の際の温室効果ガス排出削減につながる地産池消の推進を強化しつつ、新商品

開発にも繋げました。 

 

（２）地球温暖化ストップ県民運動のポスター等を館内に掲示したほか、ホームページ

やパンフレットにロゴを掲載するなど、地球温暖化防止のための啓発活動を継続

的に実施しました。また、スキー場オープニングチラシに、森林環境の保護に配

慮したＦＳＣ認証の用紙を使用しました。 

 

（３）施設内のレストランでリユース箸を使用し、廃棄物の排出削減に努めました。 

 

（４）大型バスの乗務員向けに、場内に仮眠所を設け、その利用を呼びかけることによ

りアイドリングストップを促進しました。 

 

（５）リフト前売券をＩＣカード化し、紙材廃棄物の排出削減に努めました。 

 

（６）事業所に設置したリアルタイム電気使用量モニターを活用し、節電など地球温暖

化防止への意識向上に努めました。 

 

（７）プラスチックごみ削減のため、プラスチック製ストローから紙製ストローへの切

替を進めました。 

 

（８）自動車の排気ガスによるＣＯ２排出量の削減に向け、業務の見直しにより、社有

車を１台削減しました。 

 

※新しい協定では上記の取り組みに加え、以下の新たな取り組みを実施します。（下線部） 

プラスチックごみ削減のため、プラスチック製ストローから紙製ストローへの切替や、飲料

提供用プラスチック製カップのバイオマスカップへの切替を推進します。 
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２ 活動の取組み事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページへのロゴ・リンク掲載 

ＦＳＣ認証用紙を使用したチラシ 
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プラスチック製ストローから紙製ストローへ切替 

リアルタイム電気使用量モニターによる確認 


